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満 洲 國 土 壌 に 關 す る 研 究 。 第III報 。

北 満 土壌 中 に 存 在 す る 鐵

コ ン ク リ ー シ ヨ ン に 就 て

平井 敬 藏

(昭和十年三月十五日受運)

本報告に於ては北満土壌中に発見 せる鐵 コンクリーシヨンに關する研究結果に就きて述ざん

とす。

抑 ヒ満洲土壌中の鐵 コンクリーシヨンの存在に就ては襲に突永氏ωの報告あり。叉最近に脇

水氏ωの発表 あ り。前者は公主嶺附近にて採集 せ られ,後 者は關東州周水子にて発見 せられた

るものにして敦れも南満土壌中にての発見 なり。北満土壌中に於ける存在並に研究に關しては

未だ見ざるものの如し。著者は昭和八年末の北満土壌調査族行中に鐵 コンクリーシヨンが廣 く

所謂北満黒土帯土壌中に存在するを認めたれば是を蒐集 し聯か研究を試みたるに,已 に発表 さ

れたる南満土壌中のもの と異なる点も少からず。伍て此所に得たる結果を報告せんとするもの

な り。

供 試 材 料 の 蒐 集 と 特 性

俗に北満黒土帯 と稻するは賓北線 ・齊北線を中心 として其沿線に廣 く展開する洪積暦丘陵地

帯にして黄土より成 るものと見るべ く,土 壌粒子は著しく細微にして表肩土は腐植含量荘だ多

く顯著なる黒色を呈し此黒土の暦は一米に及ぶ もの少からず。其直下の下暦土は黄褐色の埴土

なり。著者は此地帯の最西端に近き龍江省訥河縣六家子に於て土壌縦断展を調査中,そ の黒土

と黄褐土の境界近 くに帯状をなして点在する曙黒褐色の小粒子の存在を認めたれば,審 に研究

するに鐵 コンクリー シヨンなるを知 り得た り。両來黒土地帯旅行中,注 意して調査を綬けたる

に六家子に於τ発見 せる如き集積的なるを見たるはなかりしも,各 地土壌に点在含有せ らる ・

を見た り。

循て著者は各地土壌 よりこの分別を行ひ供試材料 となさんと試みた り。即ち 常法により淘汰

分析を行ふべ く二粍の圓孔節にて原土を節別せるに,残 留せる粒径二粍以上の礫に相當するも



のは絡て鐵 コンクリーシヨンに して他に何物をも認めざりき。斯 くして集めたるものを實験材

料 としたり。今是等の土壌中に於ける含有量の割合と其分布状況を示す爲に淘汰分析結果を表

示せば第一表の如 し。

第 一 表 各 地 土 壌 の 淘 汰 分 析 表
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備考=礫 は原土に対す る%に して,(十)は 原土三肝 中よ り2～3個 得た るもの,(一)は

全 く見 られ ざ りし もの を示 し,砂及 粘土は細土 に対す ろ%な り。

此表の礫は全部鐵 コンクリーシヨンにして敦れも最上暦には槍出せざりしも表展土 といふも

や ・深部には存在するものな り。更に粗砂を精査するに其大剖分は暗黒褐色の略 ζ球状をなす



ものに して特に其粒径1粍 以上のものは全 く鐵 コンクリーシヨンと異な らず。 只その形状小

なるのみ。ひとり外観形状のみならず其分析結果(後 掲)よ りも明に同一物 と判定せらる。クうて

此表中に礫を含まざる土壌といへとも,更 により多量の土壌より見ればその槍出も決 して難事

な らざるべ く,叉 粗砂の状態前述

の如き貼 より推 して鐵 コンクリー

シヨンは廣 く此黒土地帯土壌中に

は存在するものと断牢するをは ・"

からず。

今此所に掲げたるは発見 せる鐵

コンクリーシヨンの一種を實物大

に篇 したるものな り。一般に粒径

は2～7粍 にして黄褐色 乃至暗黒

褐色を呈 し略 ζ球形 ・粗面で無光

澤の もの多 く,小 粒のものは牛金

囑光澤を帯び表面滑かなるものあ

り。歴せば破確せ られて粉末状 と

なる。内部は敦れも無艶の土状に

して求心的帯状構造は認められず。此点 は脇水氏の記載 と略 ぐ同様なり。今各地より採集せる

主なるものに就きて2～3特 徴を列記せば次の如し。

産地名 特 微

龍 鎭:略 ζ球形・無光澤,黄 褐色・内部tt・PN黒 褐 色・粒径 は2～4粍i:し て3粍 内外の もの

最多 な り。

克 山:黒 褐色1:し てps光 澤を有 す,表 面比 較的滑かの もの多 し,粒 径2～5粍1:し て3粍 内

外 の もの最 も多 し。但 し克山表土 より登 見dる ものs中3個 は特に大に して粒径8粍1:

及 び表面 光澤 な く黄褐色にて他 の もの より軟 く破 礫容 易な りき。3個 の うち1個 の もの

は其 中心 に粟の種子一個 を含みアこりき。其他 にはか ・るものな し。

六 家 子:粒 径2～4粍,4粍 内外の もの最 も多 く,表 面滑かに して 光澤を有す ろもの多 し。茶褐 色

なれ ど も小粒 の ものは暗黒褐色 に して表面滑か にして光澤強 し。

徐家管子:粒 径2～7粍,5粍 位 の もの最 も多 く,球 形,暗 褐色・光澤な し。

老 宋 家:最 も完全な る球形 に近 く・黒褐色・粒径2～5粍 ・光澤あ り・4粍 程度の もの最多。



曹 家 店:略 竜球 形i:し て 黄褐 色 を呈 し殆 ど全 部粒 径は3粍 程度,無 光澤,粗 面tsvJ。

拉 姶:無 光澤,.球 状,黒褐色,粒 径2～5粍,粗 面,4粍 程度 の粒 裡の もの大部分 を占む。

化 學 分 析

斯 くして得たる鐵 コンクリー シヨンの成分を知 るべ く是が化學分析を行へ り。

各地産別に是が分析を行ふには試料不+分 の憾ありしを以て克山以東の各地産の ものを混合

して克山系 と假に命名し,克 山以西の ものを一括併合して拉袷系と稔して全部を便宜上二別 し

て分析に供することとなせ り。即ち第一表に見 る1～13號 の土壌中よりのものは克山系に含

まれ14～23號 土壌 より選出せるものは総て拉恰系に含 まれkる な り。

今各 くをよく磨砕粉末化する時は容易に細粉となるが全部を1粍 の節にて飾別 してよく混溝

し其を供試品として使用す。

分析方法は完全分析を行ふ場合には普通行はる ・炭酸曹達溶融法に櫨 り加里 ・曹達以外のも

のを定量し,別 に弗化水素 と硫酸を以て供試品を處理 して加里 ・曹達を定量せ り。叉鰹酸浸出.

液分析の際ほ常法の如 く比重1.15の 濃盛酸にて供試品を浸出しその液を分析に供 しkり 。

第二表は完全分析の結果を示 したるものなり。

第 二 表 鐵 コンク リー シヨ ン完全分析表

灼 熱 減 量

珪 酸

酸 化 鐵

響 土

二酸化チタ ニウム

漏 俺

石 灰

苦 土

加 里

曹 蓮

備 考=総 て乾 物 にi対す る百 分 比1:"z示 す 。

第二表に於て見るに拉恰系のものは克山系の ものに比 して酸化鐵に於て劣 り満俺に於て著し

く優れた る以外は鯨 り著 しき差異を認 めず。固より便宜上二分せるものなれば一般に北満土壌

中に存す る鐵 コンクリー シヨンは大体 この表示に似たる組成分を有せるものと見るべ く特に著

しき特徴は満俺量の大なることにあ りと言ふべ く南満産に比する時は實に雲泥の差あ り。



更に著者は濃塩 酸にて拉恰系の供試品を処理 し其浸出液を分析 し婁に発表 せ られた る南満産

のもの とを比較せ り。第三表に示す如し。

第 三 表 鐵 コンク リー シヨン塩酸 浸出液分析 表

水 分(風乾物中)

灼 熱 減 量

全 窒 素

塩酸不 溶 解 物

臨 酸 可 溶 珪 酸

饗 土

酸 化 鐵

酸 化 満 俺

石 灰

苦 土

曹 建

加 里

硫 酸

燐 酸

塩酸
lI

備考=乾 物1:SSす ろ百分比 を もつて示す。

此表をもつて見ればよく著者の蒐集せ るものが如何に南満産のものと比較して満俺に優る ・

かを知悉せ らるべ し。

次に著者は各土壌 より粗砂の部分を集 めて是を粒径によりて次の三部に分ちた り。郎ち
』

(1)2～1粍,(三)1・ 一・.5粍,(3)・ ・5～・・25粍

の三者なり。然して各部分を観察するに第一部は殆さ他のものを含有せ ざるまでに黒褐色球形

光澤を有する粒子よりな り,第 二部 も大部分は同様の形観を呈し,第 三部は約牛量は同様に球

状黒褐色光澤ある粒子な りき。傍て著者は是等は全 く小形の鐵 コンクリーシヨンな りと思准し

更に組成分的にも説明すべ く粒径1粍 以上の第一郡 の もののみを集 めて此を粉砕し同様方法に

より完全分析を試みたるに第四表の如 き結果を得た り。



第 四 表 粗砂(粒径 置粍以上のもの)の完全分析表
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第四表の結果を第二表と比較する時はよくその成分の類似せるを認む。故にその外観形状の

相似 と相侯 ちて粗砂の大部分を占むるもの も同様鐵 コンクリー シヨン性のものと認めて誤 りな

かる可 し。勿て假 りに粒径大 なる鐵 コンクリーシヨンを認め得ずとも粗砂の性質如斯をもつて

著者は前述の如 く廣 く黒土帯 土壌中に鐵 コンクリーシヨンは存在するものと論断せるなり。

摘 要

以上本報告に記述せるところの要貼を塞 ぐれば次の如し。

1)著 者は北満黒土帯土壌中に鐵 コンクリーシヨンを槍出し此が廣 く分布せる事實に就きて論

述せ り◎

2)該 地帯土壌の粗砂を形成する粒 子の大部分は極微小の鐵 コンクリーシヨンなることを記述

せ り。

3)北 満産の鐵 ゴンクリー シヨンの化學分析結果を挙げ 南満産の ものと比較せ り。

4)北 満産の鐵 コンクリー シヨンの特 に南満産のものに比して異なるは満俺含量の大 なること

にして其量は10～13以 上に及ぶ ものな り。
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STUDIES ON THE SOILS OF MANCHUKUO III. 

   IRON-CONCRETIONS IN THE SOIL OF 

         NORTH MANCHURIA

 (  Resume  ) 

Keizo HIRAI

   Up to the present, there is no report on the iron-concretions in the soil of 

North Manchuria. 

   On my journey in North Manchuria in 1933, I found the iron-concretions 

widely distributed in the black soil on the terrace of diluvial formation. 

   The form of concretions is usually globular varying in the diameter between 

2 mm. and 7 mm. Its surface is dark brown and generally smooth, but some 

has the semi-metallic lusture. It contains much more manganese than that of 

South Manchuria which had been reported by other investigators. 

   The results of the total analysis of the iron-concretions collected in North 

Manchurian soil are as follows :

               A.B. 

Loss on ignition . . . . . 8.70 9.22 

Si02 . . .39.51 39.34 

Fe203 . •119.85 25.07 

Al203 . . . • . . . 9.25 8.25 

TiO2 • . •1.04 0.82 

Mn203 . . . . . 13.70 10.98 

MgO . . .2.45 2.57 

CaO . . . . . . . 1.92 1.43 

K20 . . . . . • 1.55 0.75 

Na20 . . . . . . . I.I2 I.26


